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補章 1 山東省青島市のビール醸造業と都市の関係 





































































点で 1 万社を超えていて、(一定)「規模以上」注 1-2)の企業数は計 1,423 社、そのうち株
式会社は計 13 社である注 1-3)。中国の酒造業の第二大産業、日本と同じく人々に馴染み
深いビール産業の「規模以上」企業数は 477 社であり注 1-4)、白酒の規模以上企業数の約
1/3 しかないことからも中国での白酒産業の規模を覗うことができる。 











順位 企業名 元の工房/企業設立年 企業所在地 所在地人口 2014 年（万人） 
1 五粮液 明初(1368-) 四川省宜賓市 市(轄)区 89(宜賓市 446) 
2 茅台 明末清初(1627-) 貴州省遵義市仁懐市茅台鎮 茅台鎮 4.2(仁懐市 60) 
3 瀘州老窖 明代(1573) 四川省瀘州市 市(轄)区 101(瀘州市 422) 
4 洋河大曲 1949 江蘇省宿遷市洋河鎮 洋河鎮 3.1(宿遷市 555) 
5 郎酒 1903 四川古藺県二郎鎮 二郎鎮 3.1(古藺県 85) 
6 剣南春 清代(1636-) 四川省綿竹市 中心城区 5(綿竹市 51) 
7 汾酒 1993 山西省汾陽市杏花村 杏花村 鎮 4.8(汾陽市 41) 
8 水井坊 1993 四川省成都市綿江区水井街 綿江区 61(成都市 1417) 
9 西鳳酒 1956 陝西省鳳翔県柳林鎮 柳林鎮 3.2(鳳翔県 52) 
10 古井貢酒 1959 安徽省亳州市古井鎮 古井鎮 8.2(亳州市 610) 



















わゆる「関係性」の強度に相違が生じていると考えられる。具体的な分析は 2 から 4
章で行うが、対象地の性格を理解するために先ずは三つの対象地の会社と都市の関係
性の強度について概観しておこう。 
表 1-2 対象地の酒造会社と都市の関係性強度の評価データ一覧表注 1-6) 
都市名 瀘州市 宜賓市 茅台鎮 
会社名 老窖会社 五粮液会社 茅台会社 



























軽度 中度 重度 























































































の酒造りの歴史は 2000 年以上前に遡ると言われている注 2-2)。現在でも都市における酒
造業の地位は高く、酒造業からの地方財政収入は瀘州市全体の収入約の 1/4 注 2-3)を占め
ている。 
老 窖 会
社 は 現 在
瀘 州 市 区
内 で 唯 一
の 大 規 模
な 酒 造 会
社であり、
明 清 時 代
の 36 軒の
酒 造 工 房
を元に、他
の 関 連 企
業 を 合 併
しつつ、大
規 模 化 し
て 出 来 た 図 2-2 「瀘州城池図」(清代) 注 2-5) 




























 現在の老窖会社が所有している古い窖は明清時代瀘州の 36 軒の酒造工房が酒を生産
する為に作ったものである(表 2-1)。表 2-1 を見ると、古い窖は主に 3 つの区域に集中し
ていることが分かる。1－5 番の工房は前近代では瀘州城の南門の外に位置する区域に
存在していた(図 2 の大曲酒造工房区域)。現在ではこの区域に「國窖 1573 広場」という
名前が付けられている。このエリアの窖の歴史は長く、基本的には 200 年以上前に建造





は瀘州城の近隣の村の 1 つであり、90 年代以前は瀘州市の範囲に含められていなかっ
番号 窖池群名 窖の数 工房建造年代 現所在地 
1 溫永盛 154 明万歴年間(1573) 國窖 1573 広場 
2 鼎豐恒 96 明末清初(1600－1680) 國窖 1573 広場 
3 永興誠 168 清康熙年間(1661－1722) 國窖 1573 広場 
4 春和榮 21 清康熙年間(同上) 國窖 1573 広場 
5 洪興和 92 清康熙年間(同上) 國窖 1573 広場 
6 定記 37 清光緒年間(1871－1908) 皂角巷 57 号 
7 永生祥 60 清雍正年間(1722－1735) 小市新街子 53 号 
8 富生榮 41 清道光年間(1821－1850) 小市過江樓 1 号 
9 生發榮 32 清咸豐年間(1850－1861) 小市什字頭 24 号 
10 醇豐遠 30 清同治年間(1861－1874) 小市下大街 46 号 
11 桂花 58 清乾隆年間(1735－1796) 羅漢鎮 
12 圣發祥 94 清乾隆年間(同上) 羅漢鎮 
13 大興和 124 清嘉慶年間(1796－1820) 羅漢鎮下院子 
14 泉記 334 清末民初( (1840－1927) 羅漢鎮 
15 協成 176 清末民初(同上) 羅漢鎮 
16 順昌祥 100 清末民初(同上) 羅漢鎮 




 南門外、小市、羅漢鎮という前近代から存在した 3 つの酒造工房が集中した区域はそ























があったことが読み取れる。そして「瀘州城池図」の牌坊注 2-13)から見ると図 2-3 中のダ
図 2-3 清時期瀘州市街地復元図注 2-14)  図 2-4 民国時期瀘州市街地復元図







































































図 2-6 1964年の街区状況と酒造工場の分布図注 2-21) 







工場などの施設については、図 2-5 を見ると、1964 年の時点で旧南門外の昔からあ































図 2-7 から分かるように 1980 年以前の瀘州市の白酒産量は少なく、5,000 トンに満
たなかった。建国後には合併などの整備も行われたが、生産量はずっと低いままであっ
た。1980 年以降にやっと本格的な分業された大規模生産が始まったとも言える。1985
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老窖会社は 1994 年に株式会社化注 2-31)に成功し、市場経済適応期に入った。「株式会
社化により計画経済時代のような生産量重視から利潤重視になった」と『瀘州老窖年鑑』
は述べている注 2-32)。図 2-7 から、利潤重視になったとしても、この時期の生産量の伸び
もとても著しかったことが分る。会社の利潤は上場企業の業績報告によると毎年 50％
前後の速度で増えていた注 2-33)。この時期の会社の施設整備として、主要な事業に先ず





























写真 2-1 国窖 1573広場工場建物内部 






























































として、2005 年に瀘州で開催された中国白酒 OEM フォーラムで「瀘州酒産業集中発
展区域（以下：集中発展区域）」の建設が決定された。集中発展区域は現在中国で一番
規模の大きい酒の OEM/ODM 工業団地である注 2-41)。 
集中発展区域は瀘州市の中心半島から約 20km 離れているところに位置し、2006 年









































































































































州老窖株式会社」で、その十大株主は表 2－2 に示した通りである。2014 年(株)老窖














 (株) 老窖会社の株の割合は国有法人が 5 割以上、他の個々の非国有法人の株の割合
が 1%前後で、銀行や保険会社が大株主の場合が多い点では次の章で登場する五粮液会
社と非常に似ていて、現在中国で上場した国有会社の一般的な割合でもあると考えら
れるが、五粮液会社と大きく違う点は「(グ) 輿瀘投資会社」が第 2 大株主の点であ
る。 









7.中国人寿保険株式会社-配当 005L-FH002 0.74% 
8.中国建設銀行-长城消费增值股票型证券投资基金 0.71% 
9.新華人寿保険株式会社-配当 018L-FH002 0.57% 
10.中国人寿保険(グループ)会社-一般保険商品 0.49% 
その他 40.88% 
表 2-2  2014 年瀘州老窖株式会社十大株主一覧表注 2-48) 
26 
 









 そして序論の 1.2 で示した通り、後で登場する対象地と比較するためにも、前述し
た酒の生産量や持株割合など以外に、 
1. 現在の会社営業収益と都市の GDP との割合 
2. 現在の会社従業員数と都市の市区(茅台の場合は鎮の)人口との割合 
3. 現在の社有地面積と現在の各都市の主な市街地の面積との割合 
の 3 つの企業と都市のデータを「割合」で示した指標を導入することとする。 
 先ず現在の老窖会社の営業収益と瀘州市の GDP との割合についてだが、「瀘州老窖
株式会社 2014 年年度報告」によると(株) 老窖会社 2014 年の営業収益は約 53.53 億
元である注 2-54)。 















いてだが、こちらは Google マップの航空写真データ(2014 年)をベースに図上計
測を行って、概略的に算出したものである。計算結果は社有地面積が約 312.26 万









1985-1988 年の羅漢鎮工業団地建設(国出資 2,800 万元)、1997 年の羅漢鎮工業団地拡
大整備、国窖 1573 広場整備など(会社の株式公開により集まった資金での整備 合計約
9.67 億元)、2006 年の集中発展区域の建設(四川省出資 120 億元)となっている。大型の
工場区建設が基本的に国や政府の出資で建設したもので、その額がとても大きいことが
わかる。そして、現在の会社の工場施設の空間分布を見てみると(図 2-11)、原酒生産し




































   36 軒民営酒造工房あり、一軒一軒
も大きい（合計窖 1617 口） 
酒造工房は旧瀘州城南門外、小市、



















































































































図 2-12 瀘州市酒造業関連施設配置図概念図 








































































図 3-2 清代光绪 21年宜賓地図(1895 年頃) 注 3-1) 






























は明洪武 6 年（1373 年）に石の城壁が作られ、道路も大規模な改修が行われた。道の基
本的な形は「井」字型であり、道幅は 4 丈(約 13m)であった注 3-5)。図 3-3 の「主要道路」
で示した通りの道であると考えられる。 
酒造工房は、『五粮液志』の記載によると、専業化した酒造工房が明代から出現した。
表 3-1 の工房 1-3 は明代からの工房だが、設立当時 3 つの工房の窖の数は合計して 10
口ほどであったという注 3-6)。専業化した酒造工房の出現時期は瀘州と同じ頃だが、規模
は比較的小さい。そして清代になると、表 3-1 で示した通りに 1-9 番の計 9 軒の酒造工
房に増えるが、注目すべきなのは工房 1 の長發生工房である。図 3-3 でもわかるように
長發生工房は役所の隣に建っていた。工房の工房主は叙州府(当時の宜賓一帯の地名)の






提供されていた。当時の長發生工房建物は 2 階建てのもので、3 つの入り口があり、街



































北正街 工房場所と同じ 14 清 
5 鐘三和 東濠街 東浩街 小北街 13 号 11 清 
6 張萬和 東濠街 東浩街 
小北街 63 号 
10 清 






走碼街 87 号 
7 清 
南街 6 号 
8 全恒昌 順河街 濱江路 外南街 27 号 7 清 
9 聽月樓 順河街 濱江路 － 6 清 
10 萬利源長 馬家巷 長春街 下北街 52 号 10 民国中後期 
11 廣大 南街 南街 － 6 民国中後期 
12 天賜福 順河街 濱江路 － 6 民国中後期 
13 吉慶 外北正街 北正街 － 4 民国中後期 
14 吉鑫公 文星街 文星街 － 3 民国中後期 







































図 3-4 民国時期 宜賓酒造工房分布図(1943年) 注 3-8) 

















していた。比較的古く、規模の大きい 2 番と 4 番では工房と共に店舗も開かれていた。
10 番など人の行き来が比較的少ない場所に建つ工房は主要道路に店を開いていた。ま
た、埠頭と茶館、食堂に近かったからか、9、12、13、14 番などは『五粮液志』による






































賓城内の酒造工房の数は 14 軒から 7 軒に減って、窖の数も 140 口余りから 60-70 口に
なった。そして 1949 年前後になるとほぼ全ての酒造工房が生産停止したと『五粮液志』
が記載している注 3-10)。 
建国後の 1950 年 12 月 29 日には｢宜賓市大曲酒醸造工業連営社｣(公私共営協同組合)










年度 生産量(トン) 従業員数(人) 売上高(万元) 利益(万元) 資産総額(万元) 販売量(トン) 
1953 113 26 16.68 10 3  
1955 140 24 0.53 1 3  
1960 302 129 46 26 34 143 
1965 354 133 113 29 90 392 
1970 431 193 131 74 110 411 
1975 542 250 158 55 249 436 
1980 1,110 464 423 270 920 969 
1985 4,440 1,243 2,147 980 3,531 3,966 
1990 9,038 3,237 18,890 8,062 25,715 8,067 
1995 30,743 5,647 167,462 57,224 163,239 43,863 
2000 146,306 17,832 680,523 220,634 902,822 144,293 
2005 144,261 26,950 1,565,932 418,134 1,919,405 140,868 

















































































































3-7 でわかる。南岸生産工場は国家が専用枠資金 60 万元(約 1,110 万円)を用いて、1960




文化大革命が重なった時期であったため、建設には 15 年の時間が掛かった。1975 年の
時点で会社の酒の年間生産量は 542 トンであり、従業員は 250 人であった。 









































































面積は 17.3 万㎡であった。建設投資額が 1,812 万元(約 3.35 億円)で、工場の面積は約



























れて、製品ラインのランク別で 6 つの瓶詰め・包装工場区を新設した、1 から 2 区は高
級ラインの酒の瓶詰め・包装工場区で、3 区はアルコール度数の低い製品の瓶詰め・包
装工場区である。4、5 区は下のラインの酒の瓶詰め・包装工場区で、毎年 10 万トン以
上の製品の瓶詰め・包装に対応できる。6 区は 1997 年に建設された瓶詰め・包装工場
区であり、ハイエンドの製品専用の工場区であった注 3-24)。包装以外では電力供給施設、
原料・水貯蔵施設、原酒の貯蔵施設及び他の生産サポート施設も整備された。この時期
における『五粮液志』に明記された投入資金の合計額は約 26 億元(約 482 億円)であっ
た注 3-25)。この時期の貨幣価値を加味すると瀘州で 2006 年から建設された「集中発展区
域」の 120 億元(約 2.2 千億円)のプロジェクトにも劣らない規模と考えられる。しかし
瀘州の方は四川省出資で、宜賓の五粮液の場合はほぼ全額会社が資金を調達した。この
時期にほぼ自力でこれほどの資金を調達できた会社の経営には目を見張るものがある。
図 3-9 1997年宜賓市の街区状況と酒造工場の分布図注 3-26) 
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し、1995 年から 20 年連続で「中国最もブランド価値のある商品ランキング」の食品業























図 3-10 2008 年宜賓市の街区状況と酒造工場の分布図注 3-28) 
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また街区の名前については、図 3-11 の魯能開発会社の街区は「魯能 D 街区」で、隣は










































整備中の酒をテーマとした街区である。総投資額は約 50 億元(約 925 億円)であり、2010







































































10.中国工商銀行-融通深证 100 指数证券投资基金 0.28% 
その他 39.80% 
















液会社の営業収益と宜賓城市の GDP との割合は、「宜賓五粮液株式会社 2014 年年度
報告」によると(株) 五粮液会社 2014 年の営業収益は約 210.11 億元で注 3-43)、同年宜賓
市のGDPは 1443.81億元である注 3-44)。従って五粮液会社の営業収益と宜賓城市のGDP
との割合は 210.11/1443.81≒14.55%であり、瀘州の約 3.42 倍である。 
次に現在の五粮液会社の従業員数と宜賓市の市区人口との割合についてみてみると、
2014 年の五粮液会社の従業員数は 26,283 人で、会社が退職金を負担している人数は
1,410 人である注 3-45)。従って五粮液会社の従業員数と宜賓市の市区人口との割合は従業






地面積が 3419.79 万㎡である。従って社有地面積(万㎡)/主な市街地面積(万㎡) ≒





表 3-3 宜賓酒造業関連整備一覧表を見てみると、南岸の工場区は 60 年代から国の

















   14 軒民営酒造工房あり、工房の規模も
瀘州と比べて小さい（合計窖 113 口） 
建国直前と直後(1948-1950)年では全
市の酒造業は生産停止状態だった 




















































約 26 億元) 
生産能力とブランド力が急激上昇した 







































































図 3-14 宜賓市酒造業関連施設配置図一部拡大 







































写真 3-2 五粮液元｢長發生｣工房から改築した工場注 3-36) 
酒造工房から改築した工場注 3-36) 




































写真 3-3 本社ビル 
(北岸工場区域入口付近注 3-36) 









































現在茅台酒を生産してい 図 4-2 茅台鎮と仁懷市位置関係図 





















写真 4-1 茅台会社(茅台鎮)全景写真(2002 年) 注 4-8) 
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4.2  前近代と計画経済時期(-1980年)の茅台鎮の酒造業と都市 
 
 近代以前の茅台の酒造業についてみると、4.1 冒頭で述べたように明代後期から発展
し、清道光年間(1782-1850)では「茅台焼房(酒造工房) が 20 軒余りあり、原料で使う
食糧は 2 万石余り」と史料に記載されている注 4-9)。その中で特に大きかったのは成
義、栄和、恒興の 3 つの工房であった。『茅台酒場志』の記載によると 1947 年に成義






























年 生産量(トン) 従業員数 利潤(万元) 
1952 75 53 0.8 
1955 209 79 5.1 
1960 912 769 2.6 
1965 247 データなし -61.4 
1970 232 361 -20.1 
1975 701 850 -16.7 
1978 1068 1048 6.5 
1980 1152 データなし 72.4 
1985 1265 1279 576.9 
1990 1180 1918 3503 
1995 3978 データなし 10406 
2000 5379 4161 データなし 
2005 12500 データなし データなし 












































































表 4-1 1952-2008年 
茅台会社主な経済指標一覧表 注 4-12) 
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   主に 3 軒(成義、栄和、恒興)民営酒造
工房あり、工房の規模も小さい（合計
窖 41 口） 
建国直前と直後(194?-1951)年では全
鎮の酒造業は生産停止状態だった 
1951  生産再開の支援金 国(4.3 万元) 政府は成義工房を買収して、茅台酒場
を立ち上げた(買取費用 1.3 万元)、 
同年栄和工房を没収した 


















































面積約 17.8 万㎡) 
国(1 億元)、銀
行 ロ ー ン ( 約
2.7 億元)、会社
資 金 調 達 ( 約
0.8 億元) 
2000 トン/年増産プロジェクトは国の


























































の茅台会社は従業員数 54 人、工場面積 4,000 ㎡の小規模な会社であった注 4-15)。 
























4.3 市場経済時期(1980-現在) の茅台鎮の白酒醸造業と都市 
 
 市場経済時期の茅台会社は老窖会社や五粮液会社と同じく高速の発展段階に入っ









た注 4-21)。瀘州の老窖会社による 1985 年からの「現代的な工場計画に基づいた」羅漢
鎮工業団地の建設も同時期にあたるので、中国の本格的な産業大規模化と従業員の福













































































年 金額 整備内容 
1992 年以降 3,000 万元余り 茅台大橋、青坑→茅台の公路(60km 余り) 
1992 年以降 2,000 万元 （鎮の）変電施設 
1992 年以降 900 万元余り 仁懷市電話回線整備 
1992 年以降 100 万元余り 赤水河向こうの斜面緑化整備(整備面積約 33 万㎡) 
1993 年 約 1 億元 茅台鎮中心区の土堤整備(整備長さ 2046m) 
1997 年以降 250 万元余り 仁懷市「三点一線」(市街地拠点整備計画)の援助金 
2002 年 300 万元 仁懷市政府の茅台鎮のセメント工場引っ越し事業の 
援助金 
2007 年 1.4 億元 遵茅(遵義→茅台)高速道路の建設 
2006-2008 年 1,103 万元 周辺農村原料基地の建設 
2008 年 約 743 万元 周辺農村原料基地の建設、農業自然災害予防資金、 
被害農民への補助金 
写真 4-1 包装工場から見た茅台酒場工場区入口へと通じる道路注 4-28) 
(回転して橋の上にある工場区入口に通じる) 






































た。現在の資産総額は 658.73 億元であり注 4-32)、老窖会社の約 5 倍であり、五粮液会








茅台会社の営業収益と茅台鎮の GDP との割合については、「貴州茅台酒株式会社 
2014 年年度報告」によると(株) 茅台会社 2014 年の営業収益は約 315.74 億元で注 4-33)、
同 年 茅 台 鎮 の

















5.GIC PRIVATE LIMITED 0.77% 
6.UBS AG 0.73% 
7.TEMASEK FULLERTON ALPHA PTE LTD 0.71% 
8.中国人寿保険株式会社-配当 0.59% 
9.奥本海默基金公司-中国基金 0.58% 
10.交通銀行-－易方达 50 指数证券投资基金 0.50% 
その他 27.11% 







茅台会社の従業員数は 16,830 人で注 4-36)、茅台鎮の人口は 4.2 万である。従って茅台会
社の従業員数と茅台鎮の人口との割合は 1.68/4.2≒40%である。この割合は老窖会社の
約 210 倍で、五粮液会社の約 13.51 倍である。 
最後に茅台会社の現在の社有地面積と茅台鎮の主な市街地の面積との割合について
みると、図上計測の結果は社有地面積が 265.60 万㎡で、主な市街地面積が 365.25 万㎡
である。従って社有地面積(万㎡)/主な市街地面積(万㎡) ≒72.72%であり、老窖会社の約
































写真 4-2 茅台鎮の主要道路両脇にある 
酒を販売している店注 4-29) 
写真 4-3 茅台鎮鎮全体の立面風貌整備注 4-29) 
写真 4-4 茅台鎮西北部にある橋 
から見た景観注 4-29) 
写真 4-3 建設中の茅台五つ星ホテル 
(会社建設) 注 4-29) 


































































































1 で示した現在白酒醸造業第 4 位である江蘇洋河酒場株式会社の所在地、江蘇省宿遷市
も地図上で企業の生産施設を大まかに見てみると、「都市内都市型」に当てはまると考










表 1-1 の第 5 位である郎酒グループ会社がその生産地の四川古藺県二郎鎮で産業によ












































































































写真 5-1 五粮液工場区内にある 
酒の瓶を模した建物注 5-2) 






1-1 参考文献 4,p72 
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規準として年間営業利益が 2 千万元(約 3.7 億円、レート 18.5にて計算、以下同じ)以上などが
ある。 
1-3中国産業情報ネット, 「2014年我国 1423 家规模以上白酒企业全年累计完成销售收入
5018.01 亿元」の記事による。http://www.chyxx.com/data/201405/245598.html,アクセス日
2015.8.15 
1-4参考文献 26,p5 による。 
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  1324 年  瀘州で現代「瀘州老窖」の元になる酒、最初の大曲
酒「甘釀曲」が醸造成功された 
















  清初 「移民入川」政策により人口が大幅に
増加し、都市が更に発展した 
  
  1869 年  1729 年に広東から移民した温家が「舒聚源」工房
の一部の窖を買い取り、 
「溫永盛」工房を立つ上げた 















  1915 年  溫永盛酒造り工房の「300 年大曲酒」がパナマ太平
洋国際博覧会金賞を獲得した 





















年 1800 トンを生産した 
生産量は全国の一位であった 






















  1949 年 12 月 瀘州が解放された 国家が倒産されたの酒造工房の買取りを始め、 
経営している私営の酒造工房の「社会主義改造」も
開始した 







以上の 3 社が協同経営していた 
「瀘州市定記曲酒釀造廠」は私営のままの状態を
維持した 
生産量は 460 トンまでに回復した 
  1952 年  「第一回全国評酒会」で「瀘州老窖特曲」が中国の
「八大銘酒」の一つとして認定された 
  1953 年  「瀘州市国営酒廠」：国有資本により買取った酒造
工房により成立したものである 
  1954 年  「四川省專賣会社國營第一酒廠」：「四川省專賣会
社國營第一酒廠」と「瀘州市国営酒廠」の合併によ
り成立したものである 
  1955 年  「公私共営瀘州市曲酒廠」：上記の五つの酒廠の合
併により成立したものである 
この段階で瀘州市内酒廠が一つになった 
  1959 年    
  1960 年  「瀘州市曲酒廠」：「公私共営瀘州市曲酒廠」が完全
に国有化され、改名したものである注 F6) 
  1961 年 瀘州市内の初めての橋、「沱江一橋」が
建設された 
  
  市場経済時期 
(1980～現在) 


















  1982 年  老窖会社が初めて 3％の自主販売権を獲得し、完全
な計画経済経営から脱出した 
  1983 年 省直轄市に昇格された   






  80 年代後半 現在でも瀘州市内で一番交通量の大き
い主要道路、「江陽路」が建設された 
国家が 2800 万元(約 5.2 億円)を出資して第三工場
(羅漢鎮工場)を近代化の生産基地として整備し、包
装工場も建設された 
  1990 年  「瀘州市曲酒廠」から「瀘州老窖酒廠」に改名した 
  1990－ 90 年
代半ば 
新中心市街地形成「江陽区」が形成した   


















  1994 年 「歴史文化名城」に選定された 会社が株式会社に体制変化をした 
  1996 年  溫永盛酒造工房とその周辺の古い窖が「国家級文化
財」として認定された 











  2000 年  「瀘州老窖グループ株式会社」に改名して、グルー
プ化経営を始めた 




























  2009 年 「酒谷大道」が開通された(老窖会社が
道路建設の為の住民移住に 7 万㎡の土

























































工場名 建設年代など 現住所 
第一工場 1903 登州路 56 号 
第二工場 1990 李滄区台柳路 602 號 
第三工場 2007 年より移転 平度市経済開発区 






図 F-1 青島市街地範囲と青島ビール会社工場分布図注 F-9) 
注 4-8)
 


































87 社であり注 F-15)、白酒業界の 1423 社(2014 年デ







 紹興市は紀元前 490 年から越国の都として都
市が建設されて、都市が 2500 年以上の歴史を持
図 F-4 紹興市街地と黃酒工場分布図注 F-17) 
 
































補章 3.1 剣南春会社と四川省綿竹市 












補章 3.2 洋河会社と江蘇省宿遷市 
















補章 3.3 郎酒会社と四川古藺県二郎鎮 











写真 F-2 二郎鎮全景写真注 F-2４) 
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